課題研究基礎　授業進行表　６回目
テーマ： プレゼンテーション技術２
目　的： 非言語的コミュニケーションや質疑応答力を、実習を通じて身につける。
方　法： 講義とペアワーク
配布物：ワークシート
留意点：
	時間
	内容・授業進行
	留意事項
	PP

	１分
	出席確認
	
	１

	１分
	本日の内容確認
前回の振り返り
	
	２
３

	20分
	プレゼンテーションテクニック
　４つの観点で区分される
セルフコントロール
緊張：緊張慣れや適度な緊張が必要



言語的コミュニケーション
　準備：言語的な準備、非言語的な準備がある
　発問【どんな準備をすべきだろう？】






　事前告知、テーマを絞る
　結論から根拠へ、画像優位性効果

非言語的コミュニケーション
　立ち振る舞い、視線、声、ノイズ


聴衆参加
聴衆を巻き込む方法を理解する


その他
　・上記以外の留意事項を確認する
	



・緊張に慣れていない者はプレゼンが苦手である。
・ヤーキーズ・ドットソンの法則通り、適度な緊張は最大のパフォーマンスを引き起こす。

・プレゼンには言語的なことに対する準備と非言語的なことに対する準備の二種類がある。
・メラビアンの法則によれば、聴衆は言語的コミュニケーションから７％、非言語的コミュニケーションから93％の情報を得ている。
・先の発問で、言語的コミュニケーションを答えた者が多いと思うが、話術という面からもアプローチが必要である。
・事前告知、テーマを絞る、結論から根拠、画像優位性効果について説明する。


・立ち振る舞い、視線、声、ノイズについて説明する。


・聴衆をプレゼンに参加させることが必要になる。
・聴衆の特性を考えて話をしたり、質疑応答を取り入れることで、聴衆を巻き込む。

・その他のテクニックを説明する。
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	23分
	プレゼンテーション実習３
　言語的コミュニケーションの工夫を駆使し、テーマについてペアにプレゼンする
	
・テーマ「正しい戦争はあるのか？」
・Yes No　から意見を考える（10分）
・プレゼンは１分。
・一般論（正しいもの）、事実を根拠としてあげる。
・事前告知・テーマ固定・結論→根拠の三つができているかをワークシートのチェック表を利用して評価しあう。
[bookmark: _GoBack]・ペアを変えて時間の許す限りプレゼンを複数回行う。
	
22
23
24
25

	３分
	振り返り
　意識しやすいテクニックとしにくいテクニックを整理する
	
・どのような評価を受けたか、答えさせる。
・どのようなことが難しかったか、答えさせる。
	

	２分
	まとめ
　本日の課題をペアで確認しあう
	
	
26


参考資料：山中伸弥ほか（2018）．「プレゼン力」講談社
　　　　　樺沢紫苑（2018）．「アウトプット大全」サンクチュアリ出版
